高瀬舟 



メ. 4 區ダ 



高瀬舟 は 京都の 高瀬 川 を 上下す る 小舟で ある。 徳川 

時代に 京都の 罪人が 遠島 を 申し渡され ると、 本人の 親 

ろうやし き いとま ご 

類が 牢屋 敷 へ 呼び出さ れて、 そこで 暇 乞 い をす る ， J と 

を 許された。 それから 罪人 は 高瀬舟に 載せられて、 

おおさか 

大阪へ 回される ことであった。 それ を 護送す るの は、 

まちぶぎょう どうしん 

京都 町奉行 の 配下に いる 同心で、 この 同心 は 罪人の 親 

類の 中で、 おも 立った 一人 を大阪 まで 同船させる こと 

を 許す 慣例であった。 これ は 上へ 通った 事で はない が、 

いわゆる 大目に見る のであった、 黙許であった。 

当時 遠島 を 申し渡された 罪人 は、 もちろん 重い 科 を 

犯した ものと 認められた 人で は あるが、 決して 盗み を 



ひとり 

るよう な 親類 はない ので、 舟に もた だ 一人で 乗った。 

護送 を 命ぜられて、 いっしょに 舟に 乗り込んだ 同心 

羽田 庄兵衛 は、 ただ 喜 助が 弟 殺しの 罪人 だとい う ， J と 

さんばし 

だけ を 聞いて いた。 さて 牢屋 敷から 棧 橋まで 連れて来 

やせ じし 

る 間、 この 痩 肉の、 色の 青白い 喜 助の 様子 を 見る に、 

いかにも 神妙に、 いかにも おとなしく、 自分 をば 公儀 

の 役人と して 敬って、 何事に つけても 逆らわぬ ように 

している。 しかも それが、 罪人の 間に 往々 見受ける よ 

うな、 温順 を 装って 権勢に 媚びる 態度で はない。 

庄兵衛 は 不思議に 思った。 そして 舟に 乗って から も、 

単に 役目の 表で 見張って いるば かりで なく、 絶えず 喜 



は 晴れ やかで 目に はかす かな かがや きがある。 

庄兵衛 はまと もに は 見て いぬが、 始終 喜 助の 顔から 

目を離さず にいる。 そして 不思議 だ、 不思議 だと、 心 

の 内で 繰り返し ている。 それ は 喜 助の 顔が 縦から 見て 

も、 横から 見ても、 いかにも 楽しそう で、 もし 役人に 

対する 気が ねがなかったなら、 口笛 を 吹き はじめる と 

か、 鼻歌 を 歌い 出す とかし そうに 思われた からで ある _ 

庄兵衛 は 心の 内に 思った。 これまで この 高瀬舟の 宰 

領 をした こと は 幾 たびだ か 知れない。 しかし 載せて ゆ 

く 罪人 は、 いつも ほとんど 同じように、 目 も 当てられ 

ぬ 気の毒な 様子 をして いた。 それに この 男 はどうした 



できます。 しかし それ は 世間で らく をして いた 人 だか 

ら で ，、- J ざいます。 京都 は 結構な 土地で は ございま すが 、 

その 結構な 土地で、 これまで わたくしの いたして 参つ 

たような 苦しみ は、 どこへ 参っても なかろうと 存じ ま 

す。 お 上のお 慈悲で、 命 を 助けて 島へ やってく ださい 

ます。 島 はよ しゃつ らい 所で も、 鬼の すむ 所では ござ 

いますまい。 わたくし はこれ まで、 どこと いって 自分 

のいて いい 所と いう ものが ございません でした。 こん 

度お 上で 島に いろと おっしゃって くださいます。 その 

いろと おつ しゃる 所に 落ち着い ている ことができます 

のが、 まず 何よりも ありがたい 事で ございます。 それ 



庄兵衛 は 今 喜 助の 話 を 聞いて、 喜 助の 身の上 を わが 

身の上に 引き 比べて みた。 喜 助 は 仕事 をして 給料 を 

取っても、 右から 左へ 人手に 渡して なくして しまう と 

きょうが い 

言った。 いかにも 哀れな、 気の毒な 境界で ある。 し 

かし 一転して わが 身の上 を 顧みれば、 彼と 我れ との 間 

に、 はたして どれほどの 差が あるか。 自分 も 上から も 

ふちまい 

らう 扶持米 を、 右から 左へ 人手に 渡して 暮らして いる 

に 過ぎぬ ではない か。 彼と 我れ との 相違 は、 いわば 

十露盤の 桁が 違って いる だけで、 喜 助の ぁリ がたがる 

もん 

二百 文に 相当す る 貯蓄 だに、 こっち はない ので ある。 

ちょ. つもく 

さて 桁 を 違えて 考えてみれば、 鳥目 二百 文 をで も、 



喜 助が それ を 貯蓄と 見て 喜んでい るのに 無理 はない。 

その 心持ち はこ つ ちから 察して やる ことができる。 し 

かしい かに 桁 を 違え て 考え て みても、 不思議な の は 喜 

助の 欲の ない こと、 足る こと を 知っている ことで ある _ 

喜 助 は 世間で 仕事 を 見つける のに 苦しんだ。 それ を 

見つけさえ すれば、 骨 を 惜しまずに 働いて、 ようよう 

のリ ろう 

口 を 糊す る ことの できるだけで 満足した。 そこで 牢に 

入って から は、 今まで 得が たかった 食が、 ほとんど 天 

から 授けられる ように、 働かずに 得られる のに 驚いて 

生まれてから 知らぬ 満足 を 覚えた ので ある。 

庄兵衛 はいかに 桁 を 違えて 考えて みても、 ここに 彼 



いったい この 懸隔 はどうして 生じて 来る だろう。 た 

だ 上べ だけ を 見て、 それ は 喜 助に は 身に 係累がない の 

に、 ， ，1 つちに は あるから だと 言 つ てし まえば それまで 

である。 しかし それ はう そで ある。 よしや 自分が 

ひとりもの 

一 人 者であった としても、 どうも 喜 助の ような 心持ち 

に は なられそう にない。 この 根底 はもつ と 深いと ころ 

にある よう だと、 庄兵衛 は 思った。 

ばく ぜ ん 

庄兵衛 はた だ 漠然と、 人の 一 生と いうよう な 事 を 

思って みた。 人 は 身に 病が あると、 この 病がなかった 

らと 思う。 その 日 その 日の 食がない と、 食って ゆかれ 

たらと 思う。 万一 の 時に 備える たくわえがない と、 少 



は、 なんだかこう 車の 輪の ような 物が ぐるぐ る 回って 

いるよう で ございま したが、 弟の 目 は 恐ろしい 催促 を 

やめません。 それに その 目の 恨めしそう なのが だんだ 

かたき 

ん 険しくな つて 来て、 とうとう 敵の 顔 をで も にらむ 

ような、 憎々 しい 目に なって しまいます。 それ を 見て 

いて、 わたくし はとうとう、 これ は 弟の 言った とおり 

にして やらなくて はならない と 思いました。 わたくし 

は 『しかたがない、 抜いて やる ぞ』 と 申しました。 す 

ると 弟の 目の色が からりと 変わって、 晴れ やかに、 さ 

もうれ しそうに なりました。 わたくし はなんでも ひと 

思いに しなくて はと 甲3 つ て ひざ を撞 くように してから 
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